
 

 

 

 

 

１．目的 

本校から北約 2ｋｍに「天子塚古墳」があり、その場所は、中世になると武田信玄の家臣である内藤昌豊が「保渡田城」を築城し

周辺は城下として整備された。そして現在は墳頂部に多くの庚申塔が建立されており、地域の祈りの場（祭場）となっている。こ

のように、一つの場所が「古墳」→「城」→「祭場」へと転用されていることに興味を持ち、その理由と現代におけるこの「場」

の役割について考察することを目的とした。 

 

２．調査対象と分析 

（１）天子塚古墳 

まず、古墳の規模を把握するために簡易実測した。この結果、『群馬県古墳総覧』 

（群馬県教育委員会 2018）では円墳と記載されているが、後世に城、祭場として 

転用されるのに従い、当初の墳形が大幅に改変されたことがわかった。また、耕地 

となっている周辺部も含めて遺物の採集を試みたが、確認することができなかった。 

（２）保渡田城 

城郭平面図（山崎一 1971 『群馬県古城塁址の研究』 群馬県文化事業振興会） 

を参照しフィールドワークを実施した。天子塚古墳が位置している場所が本郭と一 

致し、その周囲に二ノ郭、三ノ郭へと外側に向けて広がりがみられ、城郭の設計段 

階から天子塚古墳をその中核として位置付けていたと考えられる。それは、武士階 

級は神仏への信仰が篤いことから、居城していた内藤氏も古くからこの地域で祀ら 

れている古墳に神聖性を見いだし、自らの居城の中核に据えたと考えられる。現在 

でも付近の個人宅の敷地内に、保渡田城の土塁や濠の一部が残されており、その頂 

部に石祠を祀っていることから丁重に管理されている様子がみられる。また、本郭 

に隣接している個人宅でインタビュー調査を実施し、保渡田城に関する伝承等を採 

集することができた。かつて、城から南へ延びる直線道路は本郭で行き止まりに 

なっており、その周辺は「袋町」と呼ばれていたそうで、本郭を中心と 

した城下町が形成されていたことが確認できた。 

（３）石造物 

総数 115 基の石造物すべてを調査対象とした。調査項目は「種別」･「形 

式」・「石材」･「寸法（高さ･幅･奥行）」・「銘文（正面・右側面・左側面・ 

裏）」とし、調査カードに記入していった。その結果、91 基が「庚申塔」 

で、群馬県西部に多くみられる｢百庚申｣と考えられる。最古は天明 6 年、 

寄進者の記名は 52 基で確認できた。その寄進者は近隣村落にまで及び、 

この地域の庚申信仰の中心的な祭場であったことが想定される。また他 

に「秋葉大神」（防火の信仰対象）などの石碑も確認され、この地域の神 

祇信仰の多様性が確認できた。 

 

３．考察 

（１）転用の理由について 

「古墳」から「城郭」への転用については、古代より続くこの地の「神 

聖性」を城郭守護の力として期待したと考えられる。また「城郭」から 

「祭場」への転用については、内藤氏の菩提を弔うため本郭北側の寺院 

がその任を担っていたが、後にその寺院は廃絶したにも関わらず、その 

後も本郭跡に石造物が累々と建立され続け、その菩提を弔う役割を果た 

してきたと考えられる。そうしたことから、当地の人々の「弔い」の思 

いが現代にまで継承されていると考えられる。 

（２）現在の役割について 

現地に正月明けに調査に入った際、祭場入口に注連縄と紙垂が張られ、また近隣住民へのインタビュー調査によると、現在も講の

人々が集まり 1 年に数回祭祀が行われ、庚申信仰の「祭場」として機能していることがわかった。今後は現代の庚申講構成員や、

庚申塔に記名されている子孫へのｲﾝﾀﾋﾞｭｰや祭祀の観察を通じて、現代における庚申信仰の実態について考察を広げていきたい。 

古墳から城、そして祭場へ ～場の転用についての考察～ 
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図１ 城郭平面図 

 

図２ 天子塚古墳（★）と本郭の位置 

本郭の区画が現在の道路と一致している。 


